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１　はじめに

　急傾斜地崩壊危険区域とは「崩壊するおそれがある急傾斜地で、崩壊すると居住者などに

危害が生ずる恐れがある場所のことであり、急傾斜地の崩壊を助長、誘発する行為を

制限する区域」である。

　また、がけ崩れとは、地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震などの影響によって

急激に斜面が崩れ落ちる現象のことで「土砂災害」の一つである。

本工事は、 静岡市駿河区丸子地区において静岡県が急傾斜地崩壊危険区域の指定を受けて

工事を行なう箇所である。

工事箇所付近土砂災害マップ

施工箇所

　急傾斜地崩壊危険区域での工事なので家屋と急斜面が近接している場所である。
そのため大型機械の使用が制限されてしまう。
 主要工事は、重力式擁壁工をL=30m築造と落石防護柵設置である。
今回、コンクリート工事の重力式擁壁工のコンクリートついて説明する。

CPDS番号

（１）工　事　箇　所

（２）工　　期

（３）発　注　者

（４）工　事　内　容

静岡市駿河区寺田地内

令和 2年  9月 29日

令和 3年  3月 15日

静岡県静岡土木事務所
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２．重力式擁壁工の施工

　今回の工事での重力式擁壁工の高さはH=4.5mとなっている。
共通仕様書　砂防編よりコンクリート打設高さ1リフトはH=2.0m以下であるため３回で打設を計画した。

３．課題と問題点について

　急傾斜地で狭い作業スペースなので大型機械が入らないため、下記項目が問題点となった。

（１）コンクリート配合
　何も障害のない場所であればホッパー打ちができるが作業スペースがないのでポンプ圧送での
　打設を検討をした。コンクリート配合のスランプ値は設計8cmであったがそのままでは
　閉塞が考えられた。

（２）コンクリート締固め方法
　重力式擁壁の1リフトの高さは最高でH=1.65mとなるので4層の打設になる。コンクリートの
　打ち重ねのためコールドジョイントの発生が懸念された。

（３）コンクリート打設の仕上げ
　重力式擁壁の表面の気泡、クラック発生や砂すじが現れないか懸念される。

近接家屋現場位置図
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４．検討と対策について

（１）コンクリート配合の検討
　設計では家屋からの離隔が少なく、バケット打ちが困難であるためポンプ圧送での
コンクリート打設になっている。当初スランプ値が8cmの配合で粗骨材の大きさが
 40mm配合である。Φ150mmの配管を使用するので、閉塞をしないようにすることと
ワーカビリティのためスランプ値を8cmから12cmに設定した。
12cmに設定したがそれ以上にスランプ値を上げることは単位水量が増量してしまう。
ブリーディングに伴い、余剰水が多くなる。
余剰水が多くなることによってひび割れの原因になってしまうことがある。
そのため高性能AE減水剤に変えて単位水量を少なくなるようにした。

（２）打設方法
　締固めの機械は高周波バイブレータの50mmを使用するようにした。
　順序は１層の高さを50cm上げながら移動して打設する。通常の締固めでは水平に
50cm間隔で行なうようになっているが50mmのバイブレータの締固めの範囲は500mm程度なので
密実にするために40cm間隔で行う。またコールドジョイントにならないように、前層に10cm程度挿入
させるのを20cmまで10cm深く挿入することにした。前層と分離しないように一体の構造体が
出来上がるようにした。

（３）コンクリート打設後の仕上げ
　重力式擁壁は正面側は勾配がついているためコンクリート締固めの時、気泡が垂直に上がる
ので型枠の途中で気泡が残ってしまうことがある。
この点についてはスページングで気泡を抜くようにした。
スページングという器具はクシ状になっているものをバイブレータで締固めた後、気泡が
型枠表面に残っていることがあるため気泡を取り除くものである。
　砂すじ対策として型枠は隙間なく組立、コンクリート打込の際に高い位置からの落下や
打ち込んだ後の横流しを極力無くすことによって材料分離を防ぐようにした。

 また、クラックについても打込み速度や打込み高さに問題が合った場合も、ひび割れが生じる。
打込み速度が速く、高い所から落下させた場合も、ブリーディング水が出やすくなる。
そのため、打設面と筒先に高低差が無いように筒先を固定させてコンクリートを出すようにする。
　コンクリートの配合をスランプ値を4cm上げているので水和反応以外に利用されない表面に
上昇してきたブリージング水は余剰水になってしまう。
このブリーディング水によってコンクリートの強度は低下しクラックなどが起こりやすく
なってしまうため打設直後から速やかに水を吸引するなどの作業を行い、速やかに除去する。

コンクリート打設 コンクリート気泡抜き（スページング使用）
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５．おわりに

　この工事ではコンクリート打設における仕上り面について検討を行った。

　その結果、型枠脱型後、コールドジョイント、豆板、砂すじもなく綺麗なコンクリート表面の

重力式擁壁ができた。

　工事箇所が周辺家屋から近かったが、各住民に対して日々の挨拶や気配り等によって苦情報告も

なく工事を終了できた。

　土木構造物のコンクリート打設は一回限りでの施工となるのでやり直しができない

ことである。以上のことを踏まえてより良い構造物ができるように努力していきたいです。

完成後
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